
 

 

 

 

 奇岩・秀峰の景勝地「名勝耶馬渓」は、近年、そこに住む人々の生活様式の

変化もあり、薪や炭の材料であった雑木が切られることなく伸長し、また、森

林を管理するべき所有者の高齢化もあって手入れがされないことも多くなり、

かつてのような良好な景観が阻害されていました。 

しかし、現在は、本来持っている良好な景観を再生するため、地域の植生や

各種法規制等を踏まえて、雑木林の伐採・整理が行われ、伐採後も、地元管理

で、雑木の伸長を抑えるため、定期的な下草刈や遊歩道の整備が行われており、

良好な景観が保たれています。また、来訪者に向けた案内板の整備なども進め

られています。 

 

 

 
 

 

 

［中津市］名勝耶馬渓（めいしょうやばけい）地区 


